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　日本とポーランドは，地球の反対側に位置する二つの国であり，第二次
世界大戦中に対立していた陣営に属していた国であるにもかかわらず，両
国ともに大虐殺を体験させられた経緯をもつ。人類史上初めて一般市民に
対して原子爆弾が投下された広島と，民間人を強制的に収容し，重労働さ
せ，特定の民族を計画的に絶滅させようとしたアウシュヴィッツは，それ
ぞれに比較を拒むほどの前代未聞の悲劇の殺戮現場である。この悲劇を，
二人の作家が詩歌で描いている。日本作家，原民喜（１９０５–１９５１）とポーラ
ンド作家，タデウシ・ボロフスキ（１９２２–１９５１， Tadeusz Borowski）は，全
く偶然でありながら，戦争直前 （民喜）や戦争中 （ボロフスキ）にデビュー
した。民喜はヒロシマを，ボロフスキはアウシュヴィッツを経験し，散文
だけでなく韻文でも自分の体験を語っている。しかしその後，二人とも詩
を書くことをほとんど放棄するものの散文では，その虐殺を描き続けた。
そこで，ヒロシマとアウシュヴィッツ以降は詩を書けなくなる時期となっ
ていたのではないか，というドイツの哲学者アドルノの言葉を視野に入れ
つつ二人の詩人について考察する。
１）　原民喜，作家の人間像
　「原爆作家」として有名になった民喜は，戦前に俳句，詩と短編小説を書
き始めた。１９０５年に広島に生まれた彼は，１９２４年に広島を離れ，１９２９年に
東京の慶応義塾大学文学部英文科に進学した。少年時代から作品を書くこ
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とに関心をもち，１９歳頃から詩に関する同人雑誌を発行し，１９３２年大学を
卒業してから，本格的に文芸活動を始めた。１９３３年に永井貞恵と結婚した。
二年の間に書かれた６４編の作品を『焔』という作品集に収め，１９３５年に白
水社より自費で出版した。『焔』は，きわめて短く断片的な小品集である。
非常に暗く憂鬱な作品に登場した人物たちは，民喜自身のような性格，個
性をもち，絶望的な環境に住み，恐ろしげな顔つきをし，不思議な態度を
とって重苦しい考えばかりを抱いている。絶望的な未来を見つめて，怪し
い行動をとる主人公たちは，民喜と同様に自己分裂症や内向癖に罹ってい
るのである。また，彼らは，病気に対する不安感に陥ったり，あるいはす
でに重病を患ったり，自殺の決意をしたりするなど，最悪の状況に置かれ
ている。１９３５年に出版された『焔』以外，戦前に民喜は自作集を発表した
ことはない。しかしながら，１９３６年から１９３９年にかけて，特に雑誌『三田
文学』にたびたび寄稿するようになり，豊かな創作力を示した。その時期，
１９４４年秋の『死と夢』（１０編の作品群）と『幼年画』（９編の作品群）は二
つの作品集としてまとめられ，多くの短編小説を書いている。多くの作品
の主題は家族や親戚の死であり，自分の死もある。しかし，彼が描いてい
る死のイメージは非常に奇妙な視点から取られており，＜死＞と＜夢＞ま
たは＜死の幻想＞と＜夢の幻想＞が相互に錯綜している。さらに，現実の
世界，また現実らしい世界は，物語の中で突然非現実の世界となり，恐怖
に満ちた幻覚となる。生きている登場人物は，不意に１０年，２０年前に，ま
たは１年， ２年前に死んだ者に変化しており，民喜にとっての＜死＞の概
念は，ときに遊びのように感じられる。死の描き方自体は恐ろしくても，
彼にとっては非常に身近なものであるように感じられ，この考えを展開し
ていくと，＜死＞が民喜の憧れの状態となっているような作品もある。戦
前・戦時中に書かれた作品においては＜死＞についての物語は，自分自身
や親戚などだけに限れているのに対し，戦後の作品に描かれている＜死＞
のイメージは，それを超えて，無数の人々の悲劇に広がっている。この場
合は，広島の原子爆弾の投下に関連が強い。
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　１９３３年に結婚してからは，民喜にとって最大の親友であり妻である貞恵
が彼の側にいたので，彼は作品を書き続け，１９３９年秋の愛妻の発病まで彼
は熱心に文学の活動を行った。しかし，その後はそれにほとんど力を入れ
ず貞恵を自宅で看病し，１９４４年夏の入院から同年９月の病死までは文芸活
動を止めた。貞恵の死によって精神的な支えが消えてしまった民喜は，関
東地方でしばらく孤独な生活を送ったが，生きる目的を失い，１９４５年２月
末に広島市幟町に住んでいた兄のもとに疎開した。そして，半年後に原爆
投下を偶然に体験した。民喜は元来小説家ではなく，むしろ俳人・詩人・
エッセイストとして文芸活動をしたが，その広島で，突然彼の人生が変
わってしまった。さらに彼は，原爆投下を経験した一般市民の一人として
ヒロシマを描こうとしていたのではなく，自分が作家であるから，その悲
劇を語らなければならないという使命を帯びて，１９４５年８月６日からは
様々な作品，つまり短編小説，詩，エッセイを再び書き始めた。当日から
綴っていたノートに基づいて，１９４７年６月には「夏の花」という短編小説
を発表した１）。この作品は，原子爆弾の投下についての単純な記録小説よ
りは，むしろ詩的なエッセイのような形をしており，その中にある「ギラ
ギラノ破片ヤ」は，民喜がカタカナという手法を使った，ただ一つの詩で
ある。その後もカタカナで表現した原爆詩は多く残っている。
　１９４６年春，民喜は広島を出て再び上京することにした。東京で孤独な生
活を営みながら，愛妻を失ったことと原爆投下の体験を描き，さまざまな
種類の作品を書き続けたが，次第に創作力を失い，ヒロシマの記憶に圧迫
され，さらに死んだ妻への寂しさで絶望的な気分に陥った。１９５１年３月１３
日，中央線吉祥寺駅と西荻窪駅間の踏み切りに身を横たえ，最終の電車に
轢かれ自殺を遂げた。僅か４６歳の生涯であった。
    １）　「夏の花」は多くの言葉に翻訳されているが，日本ではあまり知られていない。
„Kwiaty lata”というポーランド語訳は１９７２年に発表された。
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２）　原　　爆　　詩
　民喜は，原爆投下についての詩を様々な雑誌へ独自に発表したり，短編
小説の中に入れたりし，これらをまとめた形で『原民喜詩集』が１９５１年７
月に細三書店から出版された。その前に，「原爆小景」という詩集が雑誌
『近代文学』１９５０年８月号に発表された。１９７８–１９７９年に青土社より出版さ
れた『定本原民喜全集』の順番に従うと，次の詩が収録されている。「原爆
小景」の中には「コレガ人間ナノデス」（エッセイ「戦争について」より，
『近代文学』，１９４８年９月号），「燃ヘガラ」，「火ノナカデ　電柱ハ」，「日ノ
暮レチカク」，「真夏ノ夜ノ河原ノミヅガ」（短編「鎮魂歌」より，『群像』
１９４９年８月号），「ギラギラノ破片ヤ」（短編「夏の花」より，『三田文学』
１９４７年６月号），「焼ケタ樹木ハ」，「水ヲ下サイ」（後に短編「永遠のみど
り」に収録，『三田文学』１９５１年７月号）と「永遠のみどり」が収められて
いる。
　再び『定本原民喜全集』の順番に従うと，もう一つの詩集，「魔のひとと
き」の中に次の詩が収められている。「魔のひととき」（初出不明），「外食
食堂のうた」（雑誌『近代文学』１９４９年１０月号），「讃歌」（初出は『近代文
学』１９５０年８月号，後に短編「心願の国」の巻末，『群像』１９５１年５月号），
「感涙」（最初は１９４８年５月２９日長光太宛の手紙に書かれた），「ガリヴァの
歌」（初出不明），「家なき子のクリスマス」（最初は１９５０年１２月２３日長光太
宛の手紙に書かれた），「碑銘」（最初は１９５０年１２月２３日長光太宛の手紙に送
られた，その後は『歴程』１９５１年２月号に発表），「風景」（『歴程』１９５１年
３月号），「悲歌」（最初は自殺の直前に藤島宇内に宛ててそれから祖田祐子
に宛てて遺書の手紙と共に送付，その後『歴程』１９５１年４月号に発表）で
ある。しかし，「魔のひととき」は，まとめられた形となった「原爆小景」
と異なり，はじめて出版されたのは『原民喜詩集』の中である。
　民喜のこの二つの原爆詩集を読むと，特に「原爆小景」の方が散文体で
ある「夏の花」のいわゆる＜補足の作品＞として考えることができる。小
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説にはない場面がこの詩集の中にある。また，ヒロシマを語るために散文
の写実的な描写ではもはや不充分となった時，表現的に短く鋭い詩の言葉
の方がより効果的になるのである。ここでは，ボロフスキがアウシュヴィッ
ツ収容所について語る詩と似ていることに言及する価値がある。この二人
の詩人・小説家の類似点がここに明確に表れている。
　次に挙げる「原爆小景」と「魔のひととき」の二つの詩集を比べると，
「原爆小景」では「永遠のみどり」以外全ての詩が漢字とカタカナで書か
れているという違いがある。つまり民喜はカタカナで書くという手法を４０
年代の終りまで使い続けた。さらに，その「永遠のみどり」を除く８編の
詩は８月６日当日とその直後の時期について語っているが，もはやカタカ
ナで書かれていない「魔のひととき」は，主題の上で８月６日と直接関係
のない詩集である。この詩集は主に５０年代のはじめに作られ，民喜の戦後
の生活に関する回顧，あるいは人生の清算のような詩が多い。
（１）　「原爆小景」
　「燃ヘガラ」の物語は原子爆弾の爆発の瞬間から始まる。その詩は三つの
話に分けてある。第一は突然真っ黒になった世界が次第に真っ赤へと変
わっていくという話である。混乱，恐怖，パニック状態に陥る人間の行動
が描写されている。この詩をはじめ，水や川のモチーフは殆ど全部の詩で
現れてくる。火事の時に不可欠な＜水＞というイメージは，ここでは象徴
的な役割を果たしている。普通は，川や雨，といった自然の水は，生命の
シンボルであるが，ここでは全く逆の意味で，この水は命が奪われること
を意味している。この毒された雨は火事を消さない。それどころか，雨を
浴びてより早く死ぬことになる。また，鏡となる川の水面に人間は脹れて
しまった顔を映している。また，水は希望を与えず，恐怖ばかりをもたら
すのである。水は人間の現実の＜表情＞を見せるだけである。
　　カイモク　　ワケノワカラヌ
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　　顔ツキデ　男ト女ガ
　　フラフラト水ヲナガメテヰル
　　　　　　　（「燃エガラ」より）２）
爆撃されて火事が広がってきた中区は，川でその他の市部と隔てられてい
るはずであった。しかし，その火事は川を渡って人間を襲う。自然の川は
人間の敵に変わってきた。また，その川は血の流れとなっていた。
　　河原ノミヅガ
　　血ニ染メラッレテ　ミチアフレ
　　　　　　　（「真夏ノ夜ノ河原ノミヅガ」より）
そんなに多くの人々がその川の中で死んだからである。命を救う川には，
その救いを求める人の声がもはや聞えない。
　　断末魔ノカミツク声
　　ソノ声ガ
　　コチ ラノ堤ヲノボラウトシテ
　　ムカフノ岸ニ　ニゲウセテユキ
　　　　　　　（「真夏ノ夜ノ河原ノミヅガ」より）
川原の周辺に集まった重傷者たちは，他人の死に対して無関心な顔をして
いる。
　　ソノスグ足モトノ水ニハ
　　コドモノ死ンダ頭ガノゾキ
　　カハリハテタ　スガタノ　細イ眼ニ
　　翳ツテユク　陽ノイロ
　　シヅカニ　オソロシク
　　トリツクスベモナク
　　　　　　　（「日ノ暮レチカク」より）
    ２）　すべての引用は『定本原民喜全集』三巻，青土社，１９７８，pp.１６–３９に拠る。
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特に死んだ子供に対する無力，無関心，絶望がある。その気持がもっとも
溢れているのは「水ヲ下サイ」の中である。
　　水ヲ下サイ
　　アア
　　水ヲ下サイ
　　ノマシテ下サイ
というような断末魔の叫びが詩全体を貫いている。詩的な響きに乏しいが，
却って言葉自体に強烈な力があると思われる。爆心地から人々が逃げてい
る道の側にもう動けない人が横たわっているというような場面を想像して
みる。ちょうど「夏の花」の中にも同じような場面があった。民喜は歩け
なくなった兵隊に水を飲ませたのである。通過する人に死を乞うのは，人
間にとってはもっとも惨めなことである。すでに希望もなく，人間の姿に
見えなくなった人は「死ンダハウガ／マシデ」と叫んでいる。しかし，人
間は人間らしい姿を無くしても，やはり人間である。例えば，次のような
描写がある。
　　ヒカラビタ眼ニ
　　タダレタ唇ニ
　　ヒリヒリ灼ケテ
　　フラフラノ
　　コノ　メチヤクチヤノ
　　顔ノ
　　ニンゲンノウメキ
　　ニンゲンノ
この＜人間のうめき＞はぼろぼろの体と比べると，非常に対照的なイメー
ジである。「水ヲ下サイ」の内容は，民喜のもっとも有名な詩である「コレ
ガ人間ナノデス」と似ている。さらに，「夏の花」と同様なモチーフである
が，爆撃の後に人間の体が変貌してくる様を，
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　　肉体ガ恐ロシク膨脹シ
　　男モ女モスベテ一ツノ型ニカヘル
　　オオ　ソノ真黒焦ゲノ滅茶苦茶ノ
　　爛レタ顔ノムクンダ唇カラ洩レテ来ル声ハ
と，描写している。さらにこの詩の最後の三行で次のように主張している。
　　コレガ　コレガ人間ナノデス
　　人間ノ顔ナノデス
まるで自分はそうだと信じていないかのようである。繰り返し現われるモ
チーフは＜人間＞である。ここでポーランドの「収容所文学」を代表する
ナウコフスカの言葉を思い出すことができるであろう。「人間が人間に対
してこのような運命を定めた。」３）これは本当に人間がしたことであるのか。
「ギラギラノ破片ヤ」にこのような疑問の前に立ちすくむ民喜の姿がみえる。
「スベテアツタコトカ　アリエタコトナノカ」。人間が創った新しい現実は
人間の想像力を超えたのである。信じられないという感情が民喜の詩に溢
れている。
　このような恐ろしいばかりの場面に反して，民喜は「原爆小景」に収め
られた最後の詩，「永遠のみどり」を不思議な希望で満たしている。カタ
カナで書かれているその他８編の詩と異なって，「永遠のみどり」はひらが
なと漢字で書かれ，広島という再建された都市に希望や祈願を与えている
詩である。原爆投下の後は７０年間以上経っても何も生えないであろうとい
う悲観的観測に抗うように，民喜は力を込めて「とはのみどりを」と叫び
ながら願っている。広島の恐ろしい現実を語っていても，彼の心には希望
がある。
    ３）　„Ludzie ludziom zgotowali ten los” [in:] Zofia Nal/kowska „Medaliony”の冒頭
題辞の言葉である。
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（２）　「魔のひととき」
　「原爆小景」より「魔のひととき」の方がもっと個人的な熟考の含まれた
詩集である。つまり，広島の惨事に直接関係のない詩が多い。さらに，神
秘的かつ象徴的な詩もある。解釈しづらい詩もある。先の詩集と異なって，
「魔のひととき」が書かれたのは１９４９–１９５１年の間で，この時既に民喜は自
殺のことを真剣に考えていた。後に「心願の国」に載せた「讃歌」は元々
１９５０年８月に発表されたが，この中にさようならを言い，直ちに友人たち
と別れるであろうとはっきりと書いている。民喜は１９５０年の夏に知り合っ
た祖田祐子に向け，「まだ邂合したばかりなのに既に別離の悲歌をおもは
ねばならぬ」と書いている。しかし，皆との別れについては，「悲歌」の
中で次のようにもっと確実に詠っている。
　　すべての別離がさりげなく　とりかはされ（略）
　　私は歩み去らう　今こそ消え去つて行きたいのだ
　　透明のなかに　永遠のかなたに
　１９４９年１月に発表した「魔のひととき」の中では，１９４４年愛妻が亡くな
り，さらに広島の惨事の後，自分は人生に疲れて，自分の気持を明確に表
現することができなくなって，体も疲れてしまったと書いている。「原爆小
景」と同じく，再び＜水＞のモチーフが出てくる。（「キラキラとゆらめく
泉」）さらに，広島から東京へ移った人間であり，原爆症で弱ってきたため，
周りの人は＜伝染病＞に罹っているのではないかと疑い，彼を差別する。
広島のことを指すのに＜魔のひととき＞という表現を用いて，その後「と
ぼとぼと坂をくだり径をゆけば／人の世は声をひそめ」に気づいて，辛い
思いをしたことを書いている。すでに「飢ゑ」でも同じ問題に触れている。
　「魔のひととき」を書いた時期の落ち込んだ気分と比べると，１９４９年１０月
に発表された「外食食堂のうた」にはだいぶ異なった，のんきな気分が
漂っている。戦後のつらい状況の中で明日のことをあまり気にせずに，食
べ物だけがあれば，将来も何とかなるであろうというような雰囲気がある。
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しかし，そののんびりとした気持ち（「毎日毎日が僕は旅人なのだらうか」）
の裏側には，自分の人生に対するとても深い不安が潜んでいる。（「昔，僕
はかうした身すぎを想像だにしなかつた　明日，僕はいづこの巷に斃れる
のか」）。
　確かに民喜は，自分の病気つまり原爆症のことを心配していたが，もっ
と恐れていることは，再び原爆が落ちることに対する不安である。例えば
「讃歌」に次のように書いている。
　　死が死をまねき罪が罪を深めてゆく今
　　一すぢの光はいづこへ突き抜けてゆくか
原子爆弾が再び地上で光るのではないかと彼はとても心配している。さら
に，広島の惨劇に直接触れているのは「ガリヴァの歌」（「巨大な雲は真紅
に灼けただれ／その雲の裂け目より／屍体はパラパラと転がり墜つ」）で
ある。また，もっと激しい光景を描いているのは１９５１年３月に発表された
「風景」の中である。
　　水のなかに火が燃え
　　夕靄のしめりのなかに火が燃え
　　枯木のなかに火が燃え
　しかしながら，この三つの詩に描いている有様を二通りに解釈すること
ができると思う。つまり過去の状況と同時に，民喜は将来のことも語って
いるのである。１９５０年再びアメリカ軍が朝鮮半島に原子爆弾を落すという
恐れがあったので，それに抗議するため，彼は自殺を図ったという推測も
ある。勿論，これは自殺の主な原因ではなかったが，民喜は，被爆者の一
人として，トルーマン大統領が広島と長崎に原爆投下を命じたと同様，朝
鮮半島にも同じ命令を下すのではないか，ととても恐がっていた。原子爆
弾が再び利用されることに対する恐怖を最も強く表している詩は「家なき
子のクリスマス」である。１９５０年１１月に朝鮮戦争についてのトルーマン大
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統領の演説の中にこのような可能性があると聞き，民喜はその直後，長光
太宛の手紙の中にこの詩を送った。「明日ふたたび，火は空から降りそそぎ，
明日ふたたび，人は灼かれて死ぬでしょう」４）。詩には，もし戦争が勃発す
るとしたら，特に無邪気な子供たち（「今　家のある子らも明日は家なき子
となるでせう」）が大人のひどい行動の犠牲者（「あはれな愚かなわれらは
身と自らを破滅に導き」）となると書いてある。さらにこの詩には，将来
の恐ろしい光景が描かれている。その上，絶滅のヴィジョンは日本だけで
なく，全世界に広がっているであろう。
　しかしながら，「家なき子のクリスマス」の冒頭とタイトルに注目したい。
日本では＜クリスマス＞と言えば，子供にとってプレゼントをもらう日，
つまり一年中でもっと楽しい日である。しかし，キリスト教の信者にとっ
ては＜クリスマス＞は第一にキリストの誕生を祝う日である。言い換える
と，これは世界の救世主の誕生日である。民喜はこの詩を次のように始め
ている。「主よ，あはれみ給へ　家なき子のクリスマスを」さらに最後にこ
う書いている。「あはれみ給へ　破滅近き目の　その兆に満ち満てるクリス
マスの夜のおもひを」クリスチャンの神に向かって，その神から慈悲を請
うている。なぜキリスト教の神であるのか。この考えをもう少し押し進め
ると，恐ろしい結論に到達する。広島と長崎の絶滅を起こすことを許した，
あるいは起こすことを許すのであろう神は，日本の神々ではなく，西洋人
の神，キリストである。西洋人は原子爆弾を落して，また落す恐れがある。
彼らに直接頼んでも，仕方がなく，聞き入れられないかもしれない。それ
ならば，西洋人の心を支配しているはずの神を頼りにするしかない。哀れ
を請うしかない。
３）　タデウシ・ボロフスキ，作家の人間像
　１９２２年に生まれたタデウシ・ボロフスキ（Tadeusz Borowski）は，第二
    ４）　長光太「青い針裸身の」，『三田文学』１９５１年６月号による。[in:] 小海永二『原
民喜―詩人の詩』国文社，１９８４，p.１４.
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次世界大戦の時，ワルシャワ大学ポーランド学科の＜地下コース＞に入学
し，当時の最も著名な教授のもとでポーランド文学を研究した。大学で勉
強しながら，労働者として働き，暇なときには詩歌を書き続けた。１９４２年
秋に最初の詩集を自費で発表したが，数週間後逮捕された。『どこにあろ
うと地球』（Gdziekolwiek ziemia...）というデビュー詩集では，人類の全滅
が予想され，奴隷のような重労働の収容所の場面が描かれている。何の希
望もなく同情もない残酷な世界がくると詩人ボロフスキは預言している。
人類における進歩，善良，秩序および人間性などの概念に対する全体的な
悲観主義が詩集を支配している。当時，アウシュヴィッツ（Auschwitz）に
ついての事実はほとんど知られていなかったのに，わずか２０歳のボロフス
キは預言者のように，この恐ろしい幻想をヘクサメータ式の詩で表現して
いる。その当時，アウシュヴィッツに輸送されることも想像しなかった彼
は，まさかアウシュヴィッツの体験をすでに持っているかのように書いて
おり，当時の地下文壇に衝撃を与えた。その後，地下のワルシャワ大学５）
で知り合った地下運動の活動家であるマリア・ルンド（Maria Rundo）と愛
し合い婚約した。しかし，１９４３年２月に彼女，翌日にボロフスキがゲシュ
タポによって逮捕され，同年４月には別々にアウシュヴィッツに輸送され
た。ボロフスキは収容所の外で働いていたが，すぐに肺炎を罹って，アウ
シュヴィッツの病院に入院させられた。若くて，力強くて，また天才の詩
人と呼ばれたボロフスキの命は，収容所の地下運動組織にコネをつけ，救
われた。健康を回復すると，病院に残され，＜夜間守衛＞，そして＜看護
人＞の仕事をさせられた。一年間以上その仕事をしながら，詩や歌を書い
たり，女性用収容所であるビルケナウ（Birkenau）に収容された婚約者マ
    ５）　戦時中はワルシャワ大学の体制は＜地下の大学＞の体制であった。ボロフスキ
はワルシャワ大学のポーランド学科の＜地下のコース＞に通っていた。戦時中，
ドイツの占領下では，一般教育を受けるためには，ドイツの学校に通わなければ
ならなかったが，大学レベルの教育は禁止されていた。それ故，学生たちはナチ
スによって許可されていなかった教育を受けた。これが＜地下の大学＞である。
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リアに手紙を書いたりしていた。１９４４年８月にナチス・ドイツの撤退とと
もに， １万２千人の囚人の一人としてボロフスキは，シュツットガルト
（Stuttgart） 郊外にある収容所に輸送された。その後は，ダッハウ （Dachau）
とミュンヘン（München）収容所に移送され，そこで１９４５年５月第二次世
界大戦の終戦を迎えた。戦争直後はドイツにあったポーランド赤十字委員
会の＜不明家族捜索協会＞で働きながら，『流れの名前』（Imiona nurtu）
という二つ目の詩集を発表した。実はこれが，詩人ボロフスキ最後の詩集
となり，それ以降書かれた作品は全部短編小説やエッセイだけであった。
１９４６年の初めに，ボロフスキはアウシュヴィッツの時期から生死不明と
なっていた婚約者の所在が明らかとなり，スウェーデンへ送られていた彼
女に連絡し，ポーランドに帰るように説得した。結局，この二人は１９４６年
末に帰国し，その後すぐに結婚した。
　ボロフスキの戦後の短い人生は非常に刺激的であった。戦争直後には，
西欧に残るか，あるいは社会主義国家となったポーランドに戻るかなどの
ジレンマの前に立たされた。戦時中，彼は自由な祖国のために戦ったにも
かかわらず，アウシュヴィッツに送られたが，生き残り，結局戦後，ソ連
の占領下に入ったポーランドに住むのは嫌であった。ポーランドに戻って
も，完全に幸せではなかった。戦争直後に，アウシュヴィッツについて多
くの短編小説を書いたが，１９４８年頃から時事評論家として，またポーラン
ドの共産党の党員の一人としてイデオロギー的な作品を発表した。その頃，
すでにアウシュヴィッツの体験について語らなくなったが，実際は精神的
に非常に悩んでいた。自分の理想を裏切ったように思い込み，１９４７年から
５０年代の初めにかけて精神安定剤を飲みすぎ何回も自殺未遂をした。結果
的に，ボロフスキは人生に行き詰まり，自分を嫌悪し，１９５１年２月末，安
定剤ではなく，ガスによる自殺を図った。今回も，幸いに友人たちに救わ
れたが，１９５１年６月２６日に娘が生まれたという知らせを聞いてから， ７月
１日の夜，精神安定剤を飲むと同時にガスの栓を開けて自殺を試みた。翌
日に見つけられたが，すでに手遅れであった。わずか２９歳の生涯であった。
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戦時中のアウシュヴィッツでは，ガス室で死ぬことを避けることができた
が，平和な時が訪れると，自分の悩みから逃げられなくなった。皮肉にも，
ガスから逃げたのに，ガスによって死んだ。
４）　アウシュヴィッツの詩的なヴィジョン
　戦後，散文作家として有名になったボロフスキ６）は，戦時中に詩人とし
てデビューした。アウシュヴィッツに関するただ一つの詩集『流れの名前』
が１９４５年末にミュンヘンで発表された。その後は詩歌を作ることを完全に
止めた。１９４６年の秋，詩の創作を止めた原因について婚約者マリアに送っ
た手紙の中で次のように説明している。彼は自分を常に詩人として思って
いたが，アウシュヴィッツの事実や戦後のポーランドの情勢について語ろ
うとしたら，これまで使ってきた詩の形式を越えたものとなり，詩人とし
て完璧に表現することができなくなった。もはや伝えたい事実は形式的な
詩よりも散文や時事評論がふさわしいものになっていく。本来，ボロフス
キは韻文を賛美した作家であったにもかかわらず，意識的に詩を書くこと
を止め，散文を選んで書くことにした。ミュンヘンにいたころに書かれた
「詩と詩人について」（O poezji i poecie）という詩でこのように告白してい
る。詩は現実の流れに逆らうものであり，
　　詩人が世論に＜はい＞と言ったら　これは彼の罪になる　
　　詩人であることは　世論に＜いいえ＞ということだ
　　詩は絶え間ない探求だけである　なぜなら
　　探しながら　見出したものを避けねばならない　見出したものは
　　絶対　詩にならない　これは模倣なのだ
ということをボロフスキは主張している。彼の詩は何よりも世界に広がっ
ていた現実に対する青年の反逆である。彼にとって自分が体験したアウ
    ６）　ボロフスキの最も有名な短編小説「皆さま，ガス室へどうぞ」（Prosze˛ pan´stwa 
do gazu，１９４７）は『ポーランド文学の贈りもの』（恒文社，１９９０）に収録されて
いる。
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シュヴィッツの現実は＜絶え間ない探求＞ではなく，詩人の想像力を利用
する幻想でもなく，むしろ起こってしまった事実となったことで，それ以
降は詩が書けなくなったのだろう。
　アウシュヴィッツとビルケナウにおいて書き残された詩の数は少ない。
それらのライトモチーフは，収容所の外の世間が囚人のことを忘れてしまっ
たという＜忘却＞，＜絶望＞の意識が揚げられる。誰も囚人の苦労，受難，
焼却炉での死，餓死，射殺を知らないし，知りたくもない。無関係，無関
心が収容所の外の人間の心を支配している。
　　友よ，ここに君の墓はできない
　　野の風は君の灰の一握りを吹き散らす
　　でも　気にしないで　―　なぜなら君は一人ではないのだから
　　世界が忘れたその数千人のうちの一人なのだから７）
　キリスト教者のひとりとして，ボロフスキはもう一つの忘却を訴える。
囚人は神にも見捨てられたという見方である。このような意識はかなり強
い。
　　ビルケナウ　―　呪われたビルケナウ
　　血と涙を注がれた
　　神に忘れられた地獄の底！
　　ビルケナウ　―　刺の道／数千人の犠牲者の共同の墓
　　神のいない悪の王国　―
　　これがビルケナウだ８）
　また，「死者の土地」（Ziemia umarl/ych）では，収容所が人家から離れた
所にあるので，現地の人々だけでなく，周りの自然，鳥，山，川原も囚人
の味方ではなく，彼らの悲劇に気付かず生存している。何もかもが囚人の
嘆き声を聞こえないかのように生きている。流れている空の雲，傍を飛ん
    ７）　「有刺鉄線に囲まれた世界の切れ端」（Drutami okolony skrawek s´wiata）より
 ８）　同上
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でいる小鳥，渡り流れる川，すべては死者の目撃者であるのに，詩人であ
る彼しかこれを訴えようとしない。
　戦時中大学に通ったボロフスキは，懸命にヨーロッパ文化・文明の成果
を勉強したが，収容所ではこの文化・文明の最悪の成果に対面させられた。
２０歳の詩人は，価値観の混乱に陥る。「婚約者へ」（Do narzeczonej），ある
いは「リンゴの木が道傍に立っていた」（Jabl/onie stal/y przy drodze）には，
理想をまだ持っている若い詩人が，世界を迷い，理想的な文化・文明と現
在の実態とは，どちらを信じるべきであろうか，自分の理想が正しかった
かどうか，といったことが書かれている。絶望的な感情，共同の恐怖，囚
人全員に平等に降りかかる雪，雨，寒さ，飢餓，重労働，これらは同様の
運命を予感させる。つまり＜死＞である。
　戦中・戦後の詩を徹底的に支配するもう一つのライトモチーフがある。
彼と一緒に収容所にいた友人，若い詩人の多くが死んでいったが，彼は生
き残った。ボロフスキには＜生存者の罪＞がある。戦時中，ボロフスキだ
けではなく，彼と同年の若い詩人たち，ガイツィ（Gajcy），バチニスキ
（Baczyn´ski）なども希望のない人類を描いていた。しかし，ボロフスキに
は個人的な悲劇があった。彼は戦争の前半にアウシュヴィッツに入れられ
たので，愛国的な反ナチスの戦いに参加することができなかった。彼の友
人たちの多くは兵士として，蜂起参加者として亡くなった。しかし，彼は
生きている。ボロフスキは戦後，「亡くなった詩人たち」（Umarli poeci）の
なかで，殺された友人たちに敬意を表している。　
　数百万人が殺されたにもかかわらず，自分は生き残って，無事に解放さ
れた。それがなぜなのか，と問うところにボロフスキの特徴がある。
　　これは膿瘍　これはチフスだ　これはガス室　これはガスだ
　　これは火　これは灰　―　誰のものでもない身体は風の中に
　　ここに叙事詩が生まれる　悲劇的な時が呼んでいる
　　僕は手を顔に上げる　そして黙っている　
　　そうだ　マリア　僕は生きている９）
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　時の流れとともに，＜生存者の罪＞というライトモチーフを使った詩の
数が減っていった。しかしながら，その中でボロフスキがアウシュヴィッ
ツ収容所で作った詩，また１９４５年５月にダッハウ収容所がアメリカ軍に
よって解放された頃までの詩，そして１９４６年 ６月に帰国したあとの詩に使
われた＜生存者の罪＞のライトモチーフは圧倒的に多かった。無論，時代
が変わり，その当時の政治情勢（ソ連の占領下）とたくさんの収容所の体
験のため，青年時代に作った叙情が減り，その代わりに嘲笑の雰囲気，諷
刺とともに淋しさが漂ってくる。それにもかかわらず，ボロフスキの＜生
存者の罪＞という情感は，読者のこころを貫くほどの痛みを生じる。若い
詩人は生き残っている。
　「僕は詩人だ」（Jestem poeta˛）という詩では，現実に対して，すでに敏感
さを失った詩人の目で，戦中・戦後の情勢を描写しており，人間の惨めさ
を目撃した痕跡は，心のなかに刻まれている。見た現実を忍耐できなかっ
た時があって，他人のその悲惨さを観察していたが，彼は，人間として，
何も助けることもできなかった。これはボロフスキ個人の悲劇のしるしで
もある。他人の死の目撃者であり，収容所の生存者であることは，彼にとっ
ては自分の罪である。
　　これは不思議だ！　政治犯たち１０）に金を払う
　　彼らが黙っているので（略）
　　兵士たちは給与をもらった　しかし　僕は詩人だ
　　つまり　死を死と呼ぶ　臆病は臆病と　－　
　　もし僕に罪があるとしたら…　霧のなかで見えるように…
　　そして　僕はこの金を手にしなかった…
　この詩に類似する詩がボロフスキには多い。悩んでいる若い男性が主人
公で，彼は国のためにどこかの戦場で自分の命を捧げた兵士でもなく，ワ
    ９）　「婚約者へ」より
１０）　ボロフスキは地下運動の活動家という罰でアウシュヴィッツに入れられた。彼
は政治犯として処された。
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ルシャワ蜂起の参加者として殺された詩人でもない。戦後の汚い政治的な
戦略に巻き込まれて，戦前・戦時中に教えられた理想を失い，迷っている
この若い男性は，ボロフスキ自身でもある。戦後ポーランドに起こった新
しい事情に対してどのように立ち向かうべきか，彼には分からなくなる。
彼はユダヤ人ではなかったため，アウシュヴィッツで生命が助かったのか
もしれないが，逆に，無数の囚人たちの死を見て，自分が死ななくてよかっ
たのかどうか確信を持てず，精神的に混乱する。このすべての悩みが詩に
表わされている。
　ボロフスキの詩における収容所のすべての場面は，地獄の光景として描
かれ，「人間の死体が木の削りくずの山のように燃える」というように描
写される。「神のいない悪の王国」，「神に忘れられた地獄の底」，地上にあ
る完璧な地獄とされる。これはアウシュヴィッツであり，これはビルケナ
ウである。
　　有刺鉄線に囲まれた世界の切れ端
　　それは人間が番号としてしかいない場所
　　それは卑しまれた兄弟がさらに自分の兄弟を苦しめる場所
　　死が骨張った掌を突き出す場所
　　そこはすでに血がたくさん ―　涙がたくさん流れた（略）
　　焼却炉の煙突が炎を吐き出している
　　焼けた死体の匂いは周りに広がる
　　囚人の労苦と刺の道の果て１１）
極限状況においては，人間は何よりもまず自分を守る。しかしこれは何で
あろう。利己主義か，自分の死に対する恐怖か。もしかしたら，人間の共
通の反応であろうか。ボロフスキの詩に登場する主人公は同じように考え，
振る舞っている。それ故に，＜生存者の罪＞のライトモチーフが頻りに現
われている。
　ボロフスキのすべての詩は，怒っている若者の日記，ルポルタージュ，
   １１）　「有刺鉄線に囲まれた世界の切れ端」より
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残酷な現実に対する個人的なノートのような形をしている。伝統的形式や
詩的な装飾を避けて，むしろ詩より散文の構造に近く，詩的叙情より自己
反省や時代反省の方が多い。
お　　わ　　り
　原民喜とボロフスキが自殺した年の１９５１年，ドイツの哲学者アドルノは
次のように言った。「アウシュヴィッツ以降は，詩を書くことは野蛮であ
る。」この言葉は民喜の詩にも，ボロフスキの詩にも密接な関係を持つ。
これをパラフレーズすると，我々はヒロシマとアウシュヴィッツというも
のが出現した時代に入ったころから，詩の表現を変えなければならなくなっ
た。優しい感情，友情，愛をそれまでは理想的かつ完璧に表現することが
できた叙情詩を，過去で用いた手法で作ることは現在できなくなった。す
でに言葉は足りない，不充分になった。原民喜とボロフスキはそう認識し
た詩人たちであったのではないか。そのテーゼを支えるために，ヒロシマ
とアウシュヴィッツを経験した彼らは，その後もこの場所について詩を
作った。しかし，彼らの詩は野蛮なことばになったかというと，それはそ
うではない。語ろうと思えば，すべてを詩の形式で語ることは可能ではあ
るが，たしかに，我々が慣れているギリシャ・ラテン古典詩のイメージと
は大分違う形式になるであろう。
　原民喜とボロフスキの生涯，それから彼らの作品を分析するときに，こ
の二人の運命は似ているのである。
　ボロフスキはアウシュヴィッツに送られてから自殺するまでの８年間，
ずっと＜死の陰で存在＞１２）していた。彼の宿命は，原爆を体験した民喜と
同様であったとも言える。この日本の作家は何度も生死の境をさまよいな
がら生きてきた。ボロフスキもアウシュヴィッツで他人の死，そして自分
の死と何度も接触したことがあり，自分に死を与える時にも，もう恐れる
   １２）　＜死の陰の存在＞という表現を筆者は「死の陰の存在―原民喜論」（『比較文化
研究』第１７号，１９９４）で初めて用いた。
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ものは何もなかった。しかし，今度は他人に殺されるのではなく，まるで
神のように自分の意志でこの死を選ぶことを決心したのである。ボロフス
キも民喜も，作家としても人間としても，人生の限界に達したと思い込み，
そのあとはもう何の救いや希望もないので自殺する以外ないと決意した。
二人の伝記を比較すると，幾つかの類似点を指摘することができると思わ
れる。世界史の中では，二人とも全人類に対する最も恐ろしく残酷な犯罪，
つまり＜ヒロシマ＞と＜アウシュヴィッツ＞をそれぞれ経験した。そして，
二人は自分に使命を与えてこの悲劇を若い世代に伝えることを決心したが，
民喜もボロフスキも新しい作品を書いている途中で人生に行き詰まり，死
ぬほかはないと決めて自殺を遂げた。さらに，二人は若く，ボロフスキは
わずか２９歳，民喜は４６歳であった。
　最後に，もう一度ボロフスキがエッセイ「詩と詩人について」で書いた
文章を引用する。「愚かな人だけが詩のなかで比喩を探す」。この言葉は，
以前述べたアドルノの言葉に通じるものがあるのではないかと思う。この
二つを合わせてパラフレーズすると，アウシュヴィッツ以降は，比喩を用
いながらの詩，つまり単純な感情を描くことの詩はもはや不可能であり，
無理である。あるいはアドルノの言葉によれば＜野蛮＞なこととなった。
引　用　文　献
『定本原民喜全集』三巻，青土社，東京，１９７８.
Tadeusz Borowski „Poezje” PIW, Warszawa １９８４.
参　考　文　献
川西政明『一つの運命―原民喜論』，講談社，１９８０
川西政明『「死霊」から「キッチン」へ』，講談社現代親書，１９９５
小海永二『原民喜―詩人の死』，国文社，１９８４
黒古一夫『原爆文学論―核時代と想像力』，彩流社，１９９３
黒古一夫『原爆のことば。原民喜から林京子まで』，三一書房，１９８３
仲程昌徳『原民喜ノート』，勁草書房，１９８３
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Drewnowski Tadeusz „Ucieczka z kamiennego s´wiata. O Tadeuszu Borowskim”, 
PIW, Warszawa １９７７
Drewnowski Tadeusz „Próba scalenia. Obiegi-wzorce-style”, PWN, Warszawa １９９７
Kuncewicz Piotr „Leksykon polskich pisarzy wspól/czesnych”, t.２, GRAF-PUNK, 
Warszawa １９９５
Macia˛g Wl/odzimierz „Nasz wiek XX. Przewodnie idee literatury polskiej”, Osso-
lineum, Wrocl/aw １９９２
Macia˛g Wl/odzimierz „Literatura Polski Ludowej １９４４–１９６４”, PIW, Warszawa １９７４
Matuszewski Ryszard „Literatura polska １９３９–１９９１”, Wydawnictwa Szkolne i Peda-
gogiczne, Warszawa １９９５
S´wie˛ch Jerzy „Literatura polska w latach Ⅱ Wojny S´wiatowej”, PWN, Warszawa １９９７
追加１．
作家の年譜
　　　　　　　　原民喜
１９０５年１１月１５日 広島市幟町に五男として生まれる。家業は陸海軍・官庁
用達
１９１９年春　 中学校に入学し，国語・作文を得意
１９２３年３月 付属中学校卒業。大学予科の受験資格が与えられたため，
この年一年間登校せず，１９世紀ロシア文学（ドストエフ
スキィ，ゴーゴリ，チェホフ）を愛読し，宇野浩二に傾
倒。この頃より詩作を始め，室生犀星，ヴェルレーヌな
どの詩を愛読
１９２４年　 熊平武二らと同人雑誌「少年詩人」を発行
　　　４月 慶応義塾大学文学部予科に入学，蕪村を出発点として俳
句を始める
１９２５年　 ダダイズム風の雑文を書く
１９２５年　 友人達と詩の同人雑誌を発行する
　 この頃から短篇小説を書き始め，左翼運動への関心を
深める
１９２９年　 慶応義塾大学文学部英文科に進む
１９３２年３月 同大英文科を卒業
　 初夏，同棲した女に裏切られて，薬の自殺未遂
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１９３３年３月 永井貞恵と結婚。同人雑誌「ヘリコーン」に短篇小説を
掲載
１９３４年初夏 千葉市へ転居。小説家として静かな生活を送る
１９３５年３月 本格的なデビューであるコント集『焔』を自費出版
　 その頃から俳句の発表を始め，以後数年間続ける
１９３５年－１９４１年 短篇小説を書き，さまざまな文芸・文学雑誌に投稿する
 戦後になると，これらを『死と夢』と『幼年画』に収め
る
１９３９年９月 妻貞恵発病し，これ以後作品の発表次第に減る
１９４２年１月 千葉県立船橋中学校に英語教師として，周３回勤務
１９４４年３月 中学校を退職し，夏頃より朝日映画嘱託となる
　　　９月２８日 妻貞恵糖尿病と肺結核のため死去
１９４５年２月 故郷広島に住む兄のもとに疎開
　　　８月６日 原爆被災。市内北部東照宮にて二日を過ごした後，親戚
と共に広島郊外八幡村に移る。以後，原爆症とはいえな
いが健康はすぐれない時が多くなる。この年のうちに
「夏の花」を書き上げる。『近代文学』の創刊号に発表す
る予定だったが GHQ の検閲を考慮してひかえる
１９４６年４月 上京する
１９４７年６月 『夏の花』を『三田文学』に発表し，世評が高い
１９４８年６月 『近代文学』同人となる
１９４９年２月 能楽書林より小説集『夏の花』を刊行
１９５０年８月 『原爆小景』（三田文学特別号）
１９５１年３月１３日 中央線吉祥寺・西荻窪間の鉄路に身を横たえ自殺を遂げ
た
１９５３年　 『原民喜作品集，全２巻』の初版
　　　　　　　　タデウシ・ボロフスキ
１９２２年１１月１２日　ジトミェシ（現ウクライナ国ジトーミル）に，次男とし
て生まれる
１９２６年　 父の逮捕
１９３０年　 母の逮捕
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１９３２年　 シベリアからの父の帰還，家族と共にワルシャワに落
ち着く。
　　　　 最初の詩を書く
１９３４年　 シベリアからの母の帰還
１９３９年９月１日 第二次世界大戦の勃発，ボロフスキ家の住宅全焼
１９４０年春 地下教育制度によってチャツキ高等を卒業，
　　　秋 「地下大学」制度によって，ワルシャワ大学ポーランド語
学科に入学
　　　　 将来の妻マリア・ルンドと知合う
１９４２年１２月 デビュー作，詩集『どこにあろうと地球は…』を自費出
版
１９４３年２月２４日 マリアの逮捕，のちにアウシュヴィッツへ送られる
　　　２月２５日 ボロフスキの逮捕
　　　４月２９日 アウシュヴィッツ収容所へ送られる
　　　秋 病気になり収容所の病院に入院，回復後病院でフレゲル
（収容所の看護人）の仕事をする
１９４４年８月 シュツットガルト郊外のダウトメルゲン収容所へ送られ
る
１９４５年の初め ダウトメルゲン収容所からダッハウ＝アルラッハ収容所
へ移送される
１９４５年４月３０日 米軍によるダッハウ収容所の解放。ボロフスキはミュン
ヘン郊外のフライマンにある元囚人のための収容所へ送
られる。
　 詩，諷刺文，エッセイを書く
　　　９月 戦前に知合った編集者のおかげで，収容所から出て，
ミュンヘンのポーランド赤十字委員会の離散家族捜索協
会に勤める。西欧に亡命したポーランド人の様々な集団
を訪問する
　　　９月－１２月　 三人の元囚人と共に短篇集『我々はオシフィエンチム
にいた』を編集
　　　１２月 赤十字を通して婚約者のマリアがアウシュヴィッツから
ラーフェンスブリュック収容所へ送られ，現在スウェー
デンに生きているという情報を得る
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　　　年末 詩集『流れの名前』をミュンヘンで発表
１９４６年５月３１日 ミュンヘンに滞在していたポーランド人の団体と共に，
ポーランドに帰還
　　　６月 共同の短篇集『我々はアウシュヴィッツにいた』がミュ
ンヘンで出版される
　　　９月 編集者の仕事をはじめる
　 アウシュヴィッツについて小説を書き続ける
　　　１１月１２日 スウェーデンから婚約者マリアが帰還
　　　１２月１８日 マリアと結婚
１９４７年－１９５１年 評論家，小説家，政党員，記者として積極的な活動をす
る。また，ボロフスキの意見に反対する評論家と雑誌で
論争する
１９４７年５月 短篇集『マリアとの別れ』を文化雑誌『クジニツァ』に
発表
　　　６月末 自殺未遂
　　　７月 『石の世界』からの三つの短篇を文化雑誌『オドロジェ
ニェ』に発表
　　　年末 短篇集『マリアとの別れ』を出版
１９４８年５月，６月　短篇集『石の世界』を文学雑誌『ノヴィネィ・リテラ
ツキェ』に発表
　　　年末 『石の世界』を出版
１９４９年６月 妻マリアと共に，かつてのアウシュヴィッツ収容所（現
オシフィエンチム Os´wie˛cim 市）を訪問
１９５０年６月末 再度かつてのアウシュヴィッツ収容所を訪問する
１９５１年２月末 自殺未遂
　　　６月２６日 娘マウゴジャタの誕生
　　　７月１日 ガスと薬を用いて自殺を決行し，病院に収容される
　　　７月３日 病院で死去
１９５４年 『タデウシ・ボロフスキの作品全集・全５巻』の初版刊行
１９５８年 ポーランド国内で『我々はアウシュヴィッツにいた』が
初めて出版される
１９６２年 ボロフスキの短篇小説選集のドイツ語訳の出版
１９６７年 『皆さま，ガス室へどうぞ』などの短篇小説の英訳の出版
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１９９０年 「皆さま，ガス室へどうぞ」の小原雅俊による日本語訳が
『ポーランド文学の贈りもの』（恒文社）に掲載
追加２．
ボロフスキの作品一覧
デビュー作詩集『どこにあろうと地球は…』（Gdziekolwiek ziemia..., １９４２）
詩集『流れの名前』（Imiona nurtu，１９４５）
短篇小説集『我々はオシフィエンチムにいた』（Bylis´my w Os´wie˛cimiu，
ミュンヘン，１９４６）
短編小説集『マリアとの別れ』（Poz˙egnanie z Maria˛，ワルシャワ，１９４７）
（その中に「ソスノヴィエツ＝ベンジンの輸送」（Transport Sosnowiec-
Be˛dzin）があり，後に「皆さま，ガス室へどうぞ」（Prosze˛ pan´stwa do 
gazu）の題名に変えられた）
短編小説集『石の世界』（Kamienny s´wiat，ワルシャワ，１９４８）
追加３．
ボロフスキの詩の断片（原本と筆者の訳付）
　　　　　　　　　　O poezji i poecie
　　　(...) Gdy poeta powie s´wiatu „tak”, jest winny. Byc´ poeta˛ —
　　　znaczy mówic´ s´wiatu „nie”.
　　　Bo tylko to jest poezja˛: nieustaja˛ce szukanie. Bo
　　　szukaja˛c —trzeba mijac´ odnalezione. Odnalezione —
　　　nigdy nie jest poezja˛. Jest nas´ladownictwem.　(...)
　　　　　　　　　 「詩と詩人について」
 （略）詩人が世論に＜はい＞と言ったら　これは彼の罪になる
　　　詩人であることは　世論に＜いいえ＞ということだ
　　　詩は絶え間ない探求だけである　なぜなら
　　　探しながら　見出したものを避けねばならない　見出したものは
　　　絶対　詩にならない　これは模倣なのだ　　　 （略）
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　　　　　　　　　　Czas pogardy
　　　(…) Spod brwi zmarszczonych boles´nie oczy czl/owiecze patrza˛:
　　　gromady niewolników, pe˛dzone po s´ciez˙kach les´nych,
　　　zwalaja˛ drzewa siekiera˛, pnie wydzieraja˛ z ziemi,
　　　palcami rwa˛ korzenie, cia˛gna˛ re˛koma pl/ug
　　　i w korytarzach podziemnych w czarnej wykutych skale
　　　l/amia˛ kamienie spod stóp, dz´wigaja˛ z nich piramidy,
　　　bladzi, przez˙arci gl/odem, padaja˛ dozorcom u nóg
　　　i skomla˛c o chleba okruchy pod s´wistem bata mra˛.　(…)
　　　　　　　　　　　 「軽蔑の時代」
 （略）しかめた眉の下から人間の眼が苦しそうに見ている：
　　　奴隷の群れは　森の小道を追われ
　　　樹木を斧で倒し　幹を土から引き抜き
　　　指で根っこを掘り出し　手で鋤を引っ張り
　　　そして黒い岩に穿たれた地下の廊下で
　　　足元から石を切り出し　これらをピラミッドに築き上げる
　　　顔は青白く　飢餓で食べつくされ　看守の足元に倒れる
　　　パンくずを哀願しながら鞭のうなる音で死んでいく　　（略）
　　　　　　Drutami okolony skrawek s´wiata
　　　Drutami okolony skrawek s´wiata,
　　　Gdzie ludzie tylko numerami sa˛,
　　　Gdzie brat spodlony gne˛bi swego brata,
　　　A s´mierc´ kos´cista˛ dl/on´ wycia˛ga swa˛.
　　　Tam tyle krwi — tyle l/ez juz˙ pociekl/o,
　　　Tam co noc z krzykiem trwogi budzisz sie˛ ze snu,
　　　A gdy cie˛ ktos´ zapyta: gdzie jest piekl/o? —
　　　To s´mial/o odpowiedziec´ moz˙esz mu:
　　　　　　　　　　Birkenau — przekle˛te Birkenau,
　　　　　　　　　　Oblane krwia˛ i l/zami,
　　　　　　　　　　Przez Boga zapomniane piekl/a dno!
　　　　　　　　　　Birkenau — cierniowa droga,
　　　　　　　　　　Tysie˛cy ofiar wspólny grób,
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　　　　　　　　　　Królestwo zl/a, gdzie nie ma Boga —
　　　　　　　　　　To Birkenau!
　　　Pl/omieniem rzyga komin krematorium,
　　　Odorem cial/ spalonych cuchnie w kra˛g,
　　　Cierniowej s´ciez˙ki wie˛z´nia kres i znoju, 
　　　We˛drówki kres — i koniec ludzkich ma˛k. 
　　　Tu grobu miec´ nie be˛dziesz, przyjacielu,
　　　Popiol/ów gars´c´ rozwieje polny wiatr, 
　　　Niewaz˙ne to — wszak jestes´ jeden z wielu,
　　　Wielu tysie˛cy, co zapomnial/ o nich s´wiat. 
　　　　　　　　　　Birkenau — przekle˛te Birkenau,
　　　　　　　　　　Oblane krwia˛ i l/zami,
　　　　　　　　　　Przez Boga zapomniane piekl/a dno!
　　　　　　　　　　Birkenau — cierniowa droga,
　　　　　　　　　　Tysie˛cy ofiar wspólny grób,
　　　　　　　　　　Królestwo zl/a, gdzie nie ma Boga —
　　　　　　　　　　To Birkenau!
　　　　　　　 「有刺鉄線に囲まれた世界の切れ端」
　　　有刺鉄線に囲まれた世界の切れ端
　　　それは人間が番号としてしかいない場所
　　　それは卑しまれた兄弟がさらに自分の兄弟を苦しめる場所
　　　死が骨張った掌を突き出す場所
　　　そこはすでに血がたくさん ―　涙がたくさん流れた
　　　そこは毎夜　恐怖の叫びで夢から目を覚ます
　　　地獄はどこにあると尋ねられたら ―
　　　大胆に答えて構わない
　　　　　　　　　ビルケナウ　―　呪われたビルケナウ
　　　　　　　　　血と涙を注がれた
　　　　　　　　　神に忘れられた地獄の底！
　　　　　　　　　ビルケナウ　―　刺の道
　　　　　　　　　数千人の犠牲者の共同の墓
　　　　　　　　　神のいない悪の王国　―
　　　　　　　　　これがビルケナウだ！
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　　　焼却炉の煙突が炎を吐き出している
　　　焼けた死体の匂いは周りに広がる
　　　囚人の労苦と刺の道の果て
　　　旅の果て　―　人間の苦悩のおわり
　　　友よ，ここに君の墓はできない
　　　野の風は君の灰の一握りを吹き散らす
　　　でも　気にしないで　―　なぜなら君は一人ではないのだから
　　　世界が忘れたその数千人のうちの一人なのだから
　　　　　　　　　ビルケナウ　―　呪われたビルケナウ
　　　　　　　　　血と涙を注がれた
　　　　　　　　　神に忘れられた地獄の底！
　　　　　　　　　ビルケナウ　―　刺の道
　　　　　　　　　数千人の犠牲者の共同の墓
　　　　　　　　　神のいない悪の王国　―
　　　　　　　　　これがビルケナウだ！
　　　　　　　　　Do narzeczonej
　　　(...) Oto przyszlis´my, obcy, ze wszystkich stron Europy
　　　i jedna˛ droga˛ idziemy — do lasu, do ziemi umarl/ych. (…)
　　　　　　　　　　 Oto flegmona i tyfus, oto komora i gaz,
　　　　　　　　　　 Oto jest ogien´ i popiól/ — cial/o na wietrze niczyje.
　　　　　　　　　　 Oto sie˛ rodzi epos, wol/a tragiczny czas.
　　　　　　　　　　 Podnosze˛ re˛ce do twarzy. I milcze˛. Tak, Mario, z˙yje˛.
　　　　　　　　 「婚約者へ」
 （略）ヨーロッパの隅々から　ここへやってきた　我々他国の民
　　　一本の同じ道を歩いている　―　森へ　死者の土地へ向かって
　　　　　　これは膿瘍　これはチフスだ　これはガス室　これはガスだ
　　　　　　これは火　これは灰　―　誰のものでもない身体は風の中に
　　　　　　ここに叙事詩が生まれる　悲劇的な時が呼んでいる
　　　　　　僕は手を顔に上げる　そして黙っている　そうだ　マリア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僕は生きている
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　　　　　　Jabl/onie stal/y przy drodze
　　　(…) A zmarli? Czas sie˛ juz˙ spel/nil/, lecz mys´la˛ jeszcze powracam
　　　do dymów i bial/ych astrów, i ludzi, których juz˙ nie ma.
　　　I widze˛ poz˙ary na niebie, i widze˛ twarze przyjaciól/,
　　　tych, co na stoku l/a˛ki dla z˙ywych zeszli pod ziemie˛...
　　　　　　 「リンゴの木が道傍に立っていた」
 （略）
　亡くなった人々は？　時はすでに満ちた　しかし思考のなかで私は戻る
　この煙へ　この白いアスターへ　すでにいない人々のもとに私は戻る
　空を焦がす炎を見る　友人たちの顔を見る
　彼らは生きている人々のために草原の斜面で黄泉の国へ下りていった…
　　　　　　　　Modlitwa o zapomnienie
　　　(…) nadejda˛ me˛z˙czyz´ni w szarz˙ach,
　　　kolumnami po kilka tysie˛cy,
　　　i be˛da˛ z˙ywych oskarz˙ac´
　　　podnosza˛c zwia˛zane re˛ce —— (...)
　　　　　　　i powstana˛ z dol/ów moi przyjaciele
　　　　　　　znaczeni pogarda˛ s´mierci, (...)
　　　i nadejda˛ niosa˛c skarge˛ jak pies´n´
　　　przeciw z˙ywym — umarli poeci ——
　　　　　　　i przyjda˛ ludzie z otchl/ani wiecznej,
　　　　　　　z nieba i z czys´c´ca, i z piekiel/,
　　　　　　　z˙eby sa˛dzic´ sa˛dem ostatecznym
　　　　　　　cial/o z˙ywego czl/owieka.
　　　I wierze˛ jeszcze, z˙e zamordowani
　　　nie znajda˛ serca dla przebaczenia.
　　　Umarl/ych i z˙ywych Boz˙e, Ms´cicielu Zamordowanych,
　　　daj l/aske˛ Zapomnienia ———
　　　　　　 「忘却の祈り」
 （略）数千人ずつの縦隊をつくり
　　　男たちが＜愚かな攻撃＞をしかけてくる
　　　縛られた手首を掲げながら
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　　　生きている者たちを責めようとする　――　（略）
　　　　　　　　　　死の軽蔑で印された
　　　　　　　　　　僕の友人たちは穴の底から立ち上がる　　（略）
　　　そして―亡くなった詩人たちは―生きている者たちに対して―
　　　うたのような訴えを持ってやってくる
　　　　　　　　　　永遠の深淵から人々が集まってくる
　　　　　　　　　　天国からも　煉獄からも　地獄からも
　　　　　　　　　　生きている人間の身体を
　　　　　　　　　　最後の審判で裁くため
　　　そして　殺された人々が赦しの心を見つけられない
　　　と僕はまだ信じている
　　　死んだもの，生きているものの神よ　＜殺された者の復讐者＞よ
　　　＜忘却の恩恵＞をお与えください　―――
　　　　　　　　　　　　Jestem poeta˛ 
　　　(...) To dziwne! Pl/aca˛ wie˛z´niom politycznym 
　　　za to, z˙e milcza˛.
　　　　　　　Za to, z˙e byli... Za to, z˙e widzieli...
　　　　　　　Lecz kiedy wspomne˛, jak grzebal/em w stawie
　　　　　　　czl/owieczy popiól/ latem na Harmenzach —
　　　　　　　re˛ce sie˛ trze˛sa˛.
　　　Raz przedzielil/em chleb z Z´ydem, co szedl/
　　　wieczorem w komin (byl/o po selekcji).　(...)
　　　　　　　Albo na rampie... Transport szedl/ z Sosnowca,
　　　　　　　wode˛ zabral/em dziecku (pic´ sie˛ chcial/o),
　　　　　　　a dziecko szl/o na s´mierc´. Zapomniec´. (...)
　　　„Która˛z˙ droga˛ is´c´? Powiedz, doka˛d nas prowadza˛?”
　　　Nie rzekl/em nic, któz˙ s´mial/by rzec: „do gazu!”
　　　Milcza˛c w oczy przecia˛gle spojrzal/a — z pogarda˛,
　　　i wybral/a — droge˛ na auto... 
　　　　　　　A któz˙ z was z˙ywych s´mierc´ widzial/ — bez winy?
　　　　　　　Wszystko zapomniec´ trzeba. Zapl/aca˛ pienie˛dzmi.
　　　　　　　Tak — forsa oddziela s´wiat i krematorium,
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　　　　　　　gl/upie dzieje, londyn´ska historia...
　　　　　　　　　　　＊
　　　Wypl/acili z˙ol/d wojsku. Lecz jestem poeta˛,
　　　znaczy: na s´mierc´ mówie˛ s´mierc´, a na tchórzów — tchórze.
　　　Jez˙eli winny jestem... Widze˛ jak za mgl/a˛...
　　　I nie wzia˛l/em tych pienie˛dzy do ra˛k... 
　　　　　　　 「僕は詩人だ」
 （略）これは不思議だ！　政治犯たちに金を払う
　　　彼らが黙っているので
　　　　　　彼らがいたために…彼らが見たために…
　　　　　　しかし　ある夏にハルメンゼで人間の遺骨を
　　　　　　池に葬ったことを思い出すと―
　　　　　　手が震えてくる
 ある時　僕はパンをユダヤ人と分け合った
　彼はその夜　煙突へ行った（選別の後だった）（略）
　　　またある時ラムパで…ソスノヴィエッツ市からの輸送列車が着いた時
　　　僕はこどもから水を奪った（喉が渇いていたのだ）
　　　しかし　どうせその子は死ぬことになっていたから　忘れよ！（略）
　 「どちらの道を行けばいいのか？　私たちはどこへ連れて行かれるの　
教えて」
　　何も言わなかった　「ガス室へ！」と誰が言えるだろうか　
　　彼女は黙って僕の目をじっと見つめた―軽蔑して
　　そして　トラックへの道を　―　選んだ… 　　
　　　　しかしあなたたち生きている者の中で誰が死を見たか―罪なしで？
　　　　全部を忘れねばならない　お金を支払うから
　　　　そうだ　ゼニは外界と焼却炉とを仕切る
　　　　愚かな歴史　ロンドンの話１３）…
　　　　　　　　　　　　＊
　　兵士たちは給与をもらった　しかし　僕は詩人だ
   １３）　第二次世界大戦が勃発したばかりの頃，ポーランドの内閣は，１９３９年９月３０日
にフランスで亡命政府を組織した。１９４０年４月にはロンドンに移動し，１９８９年１２月
２２日まで活動した。戦時中はポーランド国内軍隊を援助し，戦後も国外に住んで
いるポーランド人の政治的・経済的活動を支援し続けた。
広島修大論集　第 ４７ 巻　第２号（人文）
―　　―８４
　　つまり　死を死と呼ぶ　臆病は臆病と―
　　もし僕に罪があるとしたら…霧のなかで見えるように…
　　そして　僕はこの金を手にしなかった…　
　　　　　　Deszcz zacina po bl/ocie
　　　Deszcz zacina po bl/ocie, martwo lez˙a˛ pola,
　　　znów skrzynie pel/ne trupów za lager wywoz˙a˛.
　　　A jednak spal/em troche˛, a nawet wiesz, Kola,
　　　mys´lal/em sobie przez sen, z˙e nie jest najgorzej. (…)
　　　　　　　　 「雨が泥に強く打ち当たる」
　　　雨が泥に強く打ち当たる　死んだような野原が広がる
　　　また死体でいっぱいの木箱がラーゲリの裏に運ばれていく
　　　それでも　少し眠ることができた　それどころか　コーリャ君よ　
聞いておくれ
　　　それほど悪くはないと夢の中で考えた　（略）
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Abstract
Hiroshima and Auschwitz in Poetry Written by Poets of the
War Tragedies, Tamiki Hara and Tadeusz Borowski
Urszula Styczek
　During the Second World War Japan and Poland were in completely 
opposite political camps. Despite this, both countries went through the 
greatest human tragedies in our history. In Japan it was dropping the first 
atomic bomb on the civilians of Hiroshima. In Poland it was the 
concentration camp in Auschwitz where mainly civilians from all Europe 
were deported, sentenced to slave labour and finally murdered in gas 
chambers. These two human massacres were described by a Japanese 
writer Tamiki Hara (1905–1951) and a Polish writer Tadeusz Borowski 
(1922–1951). By coincidence, both of them made their debut just before 
the Second World War (in the case of Hara) or during the war (in the case 
of Borowski), both of them experienced and survived the tragedies of 
Hiroshima and Auschwitz, but later committed suicide (both in 1951, the 
year of the Korean War 1950–1953). Both of them, originally being poets 
during their debuts, started relating their own bitter experiences by writing 
poetry, but gradually switched to writing prose. Why? Here the words of a 
German philosopher Theodor Adorno could be recalled. „Writing poetry 
after Auschwitz is barbaric”. I will discuss how these words might be 
related to the literary activity of Tamiki Hara and Tadeusz Borowski by 
introducing their lives as poets who attempted to tell the Hiroshima and 
Auschwitz tragedies through their poems.
